
久留米市文化財調査報告書　第317集

平成２４（２０１２）年３月

久留米市教育委員会

中 原 遺 跡
－第３次発掘調査報告－



序
　久留米市は筑後平野の中心付近に位置し、耳納山地の緑と筑後川の水など豊かな自然に囲まれた

文化都市であり、県南における中核都市としても発展を続けています。こうした環境の下、市内に

は先人たちの残した貴重な足跡である文化財が数多く存在し、古よりの恵まれた歴史を今に受け継

いでいます。

　ここに報告する中原遺跡は、これまでの発掘調査の成果によって古墳時代から江戸時代の集落遺

跡であることが判明していました。今回の宅地造成に先立つ調査においては、新たに縄文時代の生

活跡が確認されるなど、当時の生活の一端を垣間見ることができる貴重な資料が出土しています。

こうした資料の蓄積によって、地域の歴史に新たな知見がもたらされることを期待するとともに、

文化財保護の理解や普及、生涯学習等に多少なりとも貢献できれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査・本書の発行に際しまして、多大なご理解のもとにご協力を頂き

ましたコーアガステック株式会社をはじめ関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成 24年３月31日

久 留 米 市 教 育 委 員 会　

教 育 長　   堤　 正　則　

例  言
１．本書は、宅地造成に先立ちコーアガステック株式会社の委託を受けて実施した、中原遺跡第３

次調査の発掘調査報告書である。

２．本調査に係わる事務は、久留米市教育委員会が調査主体となり、市民文化部文化財保護課の廣

木誠が担当した。

３．本書に掲載した遺構実測図の作成は、廣木・塚本明美が行った。また、本書に掲載した遺物の

実測及び図面の浄書は廣木が実施した。

４．本書に掲載した遺構写真は6×7判で廣木が、遺物写真は6×9判で当課の塚本映子が撮影した。

また、本文中の遺物番号と写真図版の遺物番号は同一である。

５．遺構実測図は国土調査法第Ⅱ座標系（世界測地系）を基に作成し、図面の方位は座標北を示す。

６．本調査の略記号はＮＫＢ003、調査番号は201105である。

７．本調査に関わる遺物・記録類は、全て久留米市埋蔵文化財センターに収蔵・保管されている。

８．遺物観察表の凡例は下記のとおりである。

　　　口径（長）・底径（幅）・器高（厚）の単位はｃｍである。（　）内の数値は現存値または

復元値を示す。色調は『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社　1997年版）による。

　　　登録番号は、久留米市市民文化部文化財保護課が定める出土遺物の登録番号である。

９．本書の執筆・編集は廣木が担当した。
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Ⅰ．はじめに
１．調査に至る経過

　本調査は、宅地造成に伴う事前の発掘調査である。平成23年６月６日、コーアガステック株式会

社代表取締役の田中昌明氏より、久留米市梅満町576-3、579-7、593-11、596-5における「埋蔵文化

財包蔵の有無」の照会が提出されたことに始まる。当該地一帯は、周知の遺跡である中原遺跡に含

まれており、６月10日に確認調査を実施した。結果、対象地の北側部分において遺構が検出された

ことから、発掘調査が必要である旨を回答した。協議の結果、造成地内の新設道路部分については

恒久的構築物となることから発掘調査の対象とし、調査費用を原因者負担とすることを確認した。

平成23年７月１日にコーアガステック株式会社から「発掘調査の依頼」が提出されたのを受け、文

化財保護法による諸手続きを済ませた後、平成23年７月８日にコーアガステック株式会社代表取締

役田中昌明氏と久留米市長楢原利則との間で、「中原遺跡第３次調査埋蔵文化財発掘調査委託契約

書」を取り交わした。現地調査は、平成23年７月20日から８月12日に実施し、出土品整理・報告書

作成に係わる契約は平成24年３月31日までである。

２．調査に係わる体制

　調査委託：コーアガステック株式会社（代表取締役　田中昌明）

　調査主体：久留米市教育委員会　　教 育 長：堤　正則

　調査総括：市民文化部　　　　　　部　　長：　　文孝　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　長：佐藤光義

　　　　　　文化財保護課　　　　　課　　長：立石雅文

　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐兼課主査：宮﨑俊一　古賀正美　園井正隆　

　　　　　　　　　　　　　　　　　課 主 査：白木　守　　事務主査：近澤康治

　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務担当：豊福早苗

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査担当：廣木　誠　　整理担当：米澤美詠子

　発掘調査臨時職員

　　秋吉力・緒方具美・勝田美代子・合戸喬一・塚本明美・津留崎利子・原口貞子・細江チヅ子

　発掘調査整理臨時職員

　　石橋和子

−１−



ѐ．ෂঈۆಙɈڮ඲ɂࠞࣃ

　中原遺跡は久留米市役所から約1.2km南西の梅満町に所ᅾする。ᶆ㧗312㹫の㧗良ᒣを西➃に᭷す

る⪥⣡ᒣ地から西࡬ὴ⏕するࡺるࡸかなୣ㝠は、いくつかのᑠἙᕝにࡼって㛤ᯒされ、⟃ᚋᕝのỏ

℃原に⯉≧にᙇり出す」ᩘのྎ地をᙧ成している。本遺跡はᑠἙᕝのうちの୍つで࠶るⱟᢅᕝに㛤

ᯒされた኱㝰ྎ地の基部付近に位置し、ᶆ㧗は約10㹫を る。

　本遺跡近㎶の調査஦౛はᑡないࡶのの、縄文時代から近ୡにかけての貴重な成果が得られてい

る。縄文時代ではὠ福ᑎᒣ遺跡で᪩期の土器が、ᒣࣀෆ遺跡ࡸᗉᒇ㔝遺跡でおとし穴遺構が検出さ

れた。≉に、ᗉᒇ㔝遺跡第３次調査ではከᩘのおとし穴遺構をิ≧に㓄置した≧ἣが᫂らかとなっ

ており、ᙜヱ期の⊁⊟⏕άを⪃えるうえで貴重な成果が得られている。ᘺ⏕時代になるとᐑࣀ木遺

跡においてᚋ期の஭ᡞࡸ土坑・⁁が確認され、ྂቡ時代では⏣中遺跡・ὠ福西ᑠ㊰遺跡・ὠ福ྂ㈡

⏿遺跡で㸲ୡ⣖の❿穴ᘓ物が検出された。ᚋ⪅は、市ෆにおけるྂቡ時代の集落でྂࡶ᭱ࡶい集落

が୍యに存ᅾするྍ⬟ᛶを♧၀している。ྂቡ時代の遺構は市⾤地では検出౛にஈしく、今ᚋにお

ける調査の㐍ᒎが期ᚅされる。

　律令期の⟃ᚋᅜは10郡を⟶㎄し、本遺跡の所ᅾする梅満町୍ᖏは三潴郡鳥養郷にᒓすることとな

る。鳥㣫ᑠᏛᰯᰯᗞ遺跡では奈良㹼平Ᏻ時代の⁁ࡸ土ቼ቎、ᐑࣀ木遺跡第１次調査でࡶ奈良時代の

⁁が確認されている。また、ⓑᒣ遺跡では奈良時代の❿穴ᘓ物と掘❧ᰕᘓ物が確認され、鳥養郷比

定地において初めてᘓ物跡を検出した貴重な調査஦౛で࠶る。中ୡ期でὀ┠される遺跡としては、

Ѹ２Ѹ

➨㸯ᅗ　中原遺跡の位置と࿘㎶の遺跡ศᕸᅗ（1�25,000）

ϩ㸬中原遺跡の位置と⎔ቃ

遺　跡　名

㸯　୰原遺跡

２　ⓑᒣ遺跡

３　኱㝰ᮧ㤋跡

㸲　鳥㣫ᑠᏛᰯᰯᗞ遺跡

㸳　ᐑࣀ木遺跡（第１次）

㸴　ᐑࣀ木遺跡（第２次）

㸵　ᗉᒇ㔝遺跡（第１㹼㸲次）

㸶　ᗉᒇ㔝遺跡（第㸳・㸴次）

㸷　ᗉᒇ㔝遺跡（第㸵次）

10　ᒣࣀෆ遺跡

11　⏣中遺跡

12　ὠ福西ᑠ㊰遺跡

13　ὠ福ᑎᒣ遺跡

14　ὠ福ྂ㈡⏿遺跡

㸯

㸰

㸱 㸲

㸳
㸴

㸵
㸷

㸶
10

11

12 13

14

ᰗἙ 㑏



኱㝰ྎ地西➃に位置する኱㝰ᮧ㤋跡がᣲࡆら

れる。኱㝰ᮧ㤋跡は㙊಴・ᐊ町時代に存ᅾし

たと⪃えられる城で、኱㝰ᕥ近ᑗ┘のᒃ城と

いわれる。文ᨻ㸵（1824）年に城のᮾ構ཱྀか

ら♏石を３ಶ掘り出したとの記஦がࠗ⟃ᚋᑗ

ኈ㌷ㄯ࠘に記㍕され、また、኱㝰Ặのᐙ⪁の

ᮎ⿰を「ྡ原」Ặと⛠す記஦ࡶ❚える。これ

は、本遺跡の所ᅾする地༊を「中原」という

ことから、Ꮠྡの⏤᮶と᥎定される。この

௚、ὠ福西ᑠ㊰遺跡ࡸ⏣中遺跡からは13ୡ⣖

代の土ቼ቎が検出されているのをはじめ、鳥

㣫ᑠᏛᰯᰯᗞ遺跡の調査でࡶ中ୡᚋ期の⁁ࡸ

土坑が確認された。近ୡ期を㏄えると久留米

城ୗ町のᩚഛࡸ、៞㛗㸶（1603）年、久留米

城とᰗἙ城とを⤖ࡪᰗἙ 㑏が㛤㏻し、中原

遺跡の近㎶でࡶ㎰ᮧがᙧ成されて、近ୡの㊊

跡を遺していくことになる。

Ѹ３Ѹ

➨㸰ᅗ　中原遺跡調査地点ᅗ（1�1,500）

ϩ㸬中原遺跡の位置と⎔ቃ

➨㸱ᅗ　中原遺跡第３次調査༊඲ᬒ（南から）

➨㸯ḟ

➨㸰ḟ

➨㸱ḟ



Ⅲ．調査の記録

１．調査の目的と経過

　本調査地は、第１次調査地の北西約120ｍ、第２次

調査地の東10ｍ程に位置する。第１次調査は平成６

年度、第２次調査は平成17年度に実施されている。

また、本調査地の北西側、苧扱川を挟んだ台地上に

は白山遺跡が所在し、第１次調査が平成19年度に行

われた。本遺跡第１次調査では江戸時代と推定され

るピットを確認したのみであるが、第２次調査では

８世紀代の土坑及びピットを検出し、白山遺跡第１

次調査では８世紀の竪穴建物１棟、掘立柱建物１棟

が確認された。先述したように、中原遺跡が所在す

る梅満町一帯は律令期に三潴郡鳥養郷の範囲に含ま

れると考えられ、鳥飼小学校校庭遺跡や宮ノ木遺跡

においても、当該期の遺構が散見される。従って、

今回はこれらの成果を念頭に置き、遺構群の広がり

を確認することを目的とした。

　現地調査は、平成23年７月20日から重機による表

土剥ぎを開始した。表土を除去した部分から遺構検

出及び平板測量を実施し、略図作成が終了した調査

区北側より遺構の掘削を開始した。遺構実測、写真

撮影は随時行い、８月９日に遺構の掘削を完了し

た。翌10日にスカイマスターを用いて全景写真撮影

を実施した。補足調査終了後の12日に重機で調査区

を埋め戻し、発掘機材を撤収して、全ての現地作業

を終了した。土層断面図（1/10・1/20）は手測りで

作製したが、それ以外の遺構実測はトータルステー

ションを用い、その記録は株式会社CUBIC製ソフト

「遺構くんCubic」で編集・保管している。遺構の記

録写真は、マミヤRB67を用いてカラーリバーサル・

モノクローム6×7判で撮影した。

２．検出遺構

　本調査地の周辺地形は、南から北へ緩やかに傾斜し、調査地の北側約80ｍで苧扱川に解析された

低地に至る。調査対象地は近代以降、頻繁に土地利用されたと考えられ、遺構の削平や撹乱が著し

−４−

第４図　中原遺跡第３次調査遺構配置図（1/200）
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い。基本層序は、調査区西壁南側では盛土が約0.5ｍ、灰褐色の間層が0.3～0.4ｍ、褐色土の遺物包

含層が約0.1～0.2ｍであるが、全体的に遺物包含層の残存状況が極めて悪い。遺構検出面である地山

面までの深さは、北側で約1.3ｍ、南側で1.0ｍ程度を測り、検出面の標高は北側で約10.4ｍ、南側で

10.7ｍである。

　検出遺構は土坑５基とピット群で、遺構は特に調査区中央から南側にかけて密に分布している。

以下、主要遺構について報告する。

　土坑

　ＳＫ１（第５～７図）

　調査区中央のやや北側で検出した。東側に大きく攪乱を受ける。検出段階でＳＫ１とＳＫ20は同

一遺構であると判断し、土層観察のため

南北方向に半截し掘削を開始した。結果、

ＳＫ１はＳＫ20に後出することが判明し

た。規模は長軸が1.2ｍ＋α、短軸が1.1

ｍを測り、平面形は歪な長円形と推定さ

れる。底面は南側にゆるやかに傾斜して

おり、深さは最深部で45㎝を測る。壁面

は南側がほぼ垂直に、西側が外傾して立

ち上がる。また、北側がゆるやかに立ち

上がったのち外傾する。埋土は、３層に

−５−

第５図　ＳＫ１・20土層断面図（1/30）
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第６図　ＳＫ１・20実測図（1/40）

標高10.80ｍ
Ａ

ＳＫ１

ＳＫ20

１２

３
４

５

６

７

８

１．攪乱
２．暗褐色土（よく締まる）
３．暗褐色土（１～５㎜大黄橙色粒状粘土少量含む、締まる）
４．黄褐色土（１～５㎜大黄橙色粒状粘土多量含む、よく締ま
　　る）
５．赤褐色土（１～５㎜大黄橙色粒状粘土少量・黒色粒状粘土
　　多量含む、よく締まる）
６．赤褐色土（締まりやや悪い）
７．赤褐色土（10㎜大黄橙色粒状粘土多量・黒色粒状粘土少量
　　含む、締まる）
８．にぶい赤褐色土（１～５㎜大黄橙色粒状粘土極少量含む、
　　締まる）
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分けられ、上・中層に暗褐色土が、下層に黄褐色土が堆積し、北側から流入した状況を確認でき

た。埋土内からは縄文土器片が出土したがＳＫ20の混入品である。

　ＳＫ５（第８～10図）

　調査区中央で検出した。著しく攪乱を受けており、東側の一部が調査区外に広がる。検出規模は

長軸が5.5ｍ＋α、短軸が3.1ｍ程度であり、平面形は小判形を呈すると思われる。断面形状は南東

側に向かって徐々に深くなり、最深部で約55㎝を測る。埋土は締まりのある褐色系の土で、下層は

−６−

第７図　ＳＫ１・20完掘状況（北東から） 第８図　ＳＫ５完掘状況（北西から）

第９図　ＳＫ５実測図（1/50）
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粒状・ブロック状

の粘土を多く含む。

また、部分的に炭

化物を含む層を確

認 で き た 。 埋 土

内からは土師器の

坏・甕、須恵器の

蓋・坏・壺、鉄釘

などが出土した。

　ＳＫ10（第11図）

　調査区中央東側で検出した。ＳＫ

５に先出する。東半が調査区外に伸

びるため、平面形は不明であるが、

検出規模は長軸が約0.8ｍ、短軸が

0.4ｍ＋αで、深さが40cm程を測る。

底面はレンズ状を呈し、壁面は緩や

かに立ち上がったのち外傾し、上端

に至る。埋土は赤褐色土の単層で、

埋土内からは小礫が出土したのみで

ある。

　ＳＫ15（第12～14図）

　調査区中央西側で検出した。ＳＫ10に先出

する。北側の大部分が攪乱を受け、西側の一

部が調査区外に伸びるため全容は不明である

−７−

第10図　ＳＫ５土層断面図（1/40）

Ⅲ．調査の記録

第11図　ＳＫ10実測図（1/20）

第13図　ＳＫ15実測図（1/40）第12図　ＳＫ15土層断面図（1/30）
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１．赤褐色土（１～10㎜黄橙色粒状粘土極多量含む、よく締まる）
２．にぶい赤褐色土（１～５mm黄橙色粒状粘土・遺物含む、よく締まる）
３．にぶい赤褐色土（１㎜大黄橙色粒状粘土少量、炭化物極少量・遺物含む、締まる）
４．にぶい赤褐色土（１㎜大黄橙色粒状粘土極少量、よく締まる）
５．暗黄橙色土ブロック
６．暗赤褐色土（１㎜大黄橙色粒状粘土極少量、炭化物含む、締まる）
７．赤灰色土（１㎜大黄橙色粒状粘土1㎜極少量含む、よく締まる）
８．赤灰色土（１～５㎜大黄橙色粒状粘土少量、炭化物含む、締まる）
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１．褐色土（５～10㎜大黄橙色粒状粘土多量・炭化物少量・遺物含む、よく締まる）
２．褐色土（１㎜大黄橙色粒状粘土多量・遺物含む、よく締まる）
３．黒褐色土（締まる）
４．褐色土（よく締まる）
５．灰褐色土（１㎜以下黄橙色粒状粘土少量含む、よく締まる）
６．黄橙色土ブロック（よく締まる）
７．褐色土（１㎜以下黄橙色粘土粒極少量・炭化物少量・遺物含む、締まる）
８．褐色土（50％）＋黄橙色土ブロック（50％）（よく締まる）

９．褐色土（20％）＋黄橙色土ブロック（80％）（よく締まる）
10．褐色土（１～５㎜大黄橙色土粒状粘土少量含む、締まる）
11．褐色土（60％）＋黄橙色土ブロック（40％）（よく締まる）
12．褐色土（５～10㎜大黄橙色粒状粘土少量・炭化物多量含む、よく締まる）
13．褐色土（１㎜以下黄橙色粒状粘土極少量含む、よく締まる）
14．褐色土（10％）＋黄橙色土ブロック（90％）（よく締まる）
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が、検出規模は長軸が約1.3ｍ＋α、短軸が1.3ｍ

で、平面形は惰円形あるいは長楕円形を呈すると

推定される。深さは約50㎝を測り、床面は緩やか

な凸レンズ状である。壁面は西側が大きく内湾し

たのち、中程からほぼ垂直に立ち上がる。南壁と

東壁は外傾して立ち上がり、上端近くに狭長なス

テップを有している。埋土は赤色土を基調とし、

中層には多量の黄橙色を呈するブロック状の粘土

を、その他の層には粒状の粘土を含んでいた。埋土

内上層からは縄文土器の鉢の細片が出土している。

　ＳＫ20（第５～７、15・16図）

　調査区中央のやや北側で検出した。ＳＫ１に先出する。

検出段階でＳＫ１と同一遺構であると誤認し、また、東側

に攪乱を受けているため平面形は不明である。規模は長軸

が1.2ｍ＋α、短軸が1.0ｍ＋αを測り、深さは70㎝である。

底面はレンズ状で、壁面は外傾して立ち上がる。埋土は赤

褐色系の土が自然堆積している。埋土内からは縄文土器の

鉢の細片および削器が出土した。

　底面では径18㎝のピットを検出し、断ち割りを実施した。

結果、深さは42㎝を測り、底面の断面形状は鋭角で、壁面

はほぼ垂直であった。また、埋土は上層に赤褐色

砂質土が、下層に黄褐色砂質土が堆積する。埋土

内からは縄文土器鉢の細片が１点出土した。

　ピット

　調査区全面から検出した。大半が径約30～40㎝

を測り、深さは50㎝前後のものが多い。中には１

ｍ近く掘り込まれたものも確認できた。いずれの

ピットからも柱痕や杭痕は確認できていない。埋

土は殆どが暗褐色、黒褐色を呈していた。尚、Ｓ

Ｐ32からは縄文土器鉢の細片が出土している。

３．出土遺物

　今回の調査では、高い密度で遺構を検出することができたことに反して、出土遺物は少なく、総量

はパンコンテナー１箱であった。その約半数はＳＫ５から出土している。土師器、須恵器が大部分を

占め、縄文土器及び鉄製品・石器なども出土した。遺物の詳細については第１表を参照されたい。

−８−

第14図　ＳＫ15完掘状況（北東から）

第15図　ＳＫ20内ピット土層断面図（1/30）

Ⅲ．調査の記録

標高10.60ｍ

１

２

１.赤褐色砂質土（黒褐
　 色土ブロック含む、
　 締まりなし）

２.黄橙色砂質土（締ま
　 りなし）

Ｂ Ｂ'

第16図　ＳＫ20内ピット断割状況（東から）
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Ⅲ．調査の記録

第17図　出土遺物実測図（1/2・1/4）
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Ⅲ．調査の記録

第１表　出土遺物観察表

１

第17・18図

２

第17・18図

３

第17図

４

第17図

５

第17図

６

第17・18図

７

第17図

８

第17図

９

第17図

１０

第17図

１１

第17・18図

１２

第17・18図

１３

第17・18図

１４

第17・18図

１５

第17・18図

１６

第17・18図

１７

第17・18図

１８

第17・18図

１９

第17・18図

２０

第17・18図

２１

第17・18図

２２

第17・18図

２３

第17・18図

２４

第17・18図

２５

第17・19図

２６

第17・18図

２７

第17図

２８

第17図

２９

第17図

３０

第17図

細砂粒(金雲母)、多量の３㎜以

下長石・石英・黒色粒子含む

精良　細砂粒(長石・金雲母・

黒色粒子)含む

精良　微砂粒(長石・石英・金

雲母・黒色粒子)含む

微砂粒(長石・石英・金雲母)

含む

細砂粒(金雲母・黒色粒子)、

多量の３㎜以下長石・石英含む

精良

精良　少量の３㎜以下長石含む

精良　微砂粒(長石・石英)含む

微砂粒・砂粒(長石)含む

多量の３㎜以下長石・石英含む

細砂粒(長石・石英・金雲母)含

む

細砂粒(金雲母・黒色粒子)、多

量の３㎜以下長石・石英含む

細砂粒(金雲母)、多量の５㎜以

下長石・石英含む

細砂粒(長石・石英金雲母)含む

細砂粒(金雲母・黒色粒子)、多

量の３㎜以下長石・石英含む

細砂粒(長石・石英・金雲母)含

む

細砂粒(長石・石英・金雲母・

黒色粒子)含む

細砂粒(金雲母)、多量の３㎜以

下長石・石英・黒色粒子含む

細砂粒(金雲母・黒色粒子)、３

㎜以下長石・石英含む

細砂粒(長石・金雲母・黒色粒

子)含む

細砂粒(長石・金雲母・黒色粒

子)、少量の３㎜以下石英含む

細砂粒(長石・石英・金雲母)含

む

細砂粒(長石・石英・金雲母)含

む

細砂粒(長石・金雲母・黒色粒

子)含む

精良　微砂粒(黒色粒子)含む

多量の５㎜以下長石・石英含む

精良　微砂粒(長石・黒色粒子)

含む

底部外面

黒斑有

201105

000017

201105

000014

201105

000016

201105

000013

201105

000019

201105

000010

201105

000009

201105

000018

201105

000011

201105

000015

201105

000012

201105

000020

201105

000024

201105

000021

201105

000022

201105

000023

201105

000025

201105

000002

201105

000005

201105

000007

201105

000001

201105

000003

201105

000008

201105

000006

201105

000004

201105

000027

201105

000029

201105

000028

201105

000026

201105

000030

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ５

ＳＫ15

ＳＫ15

ＳＫ15

ＳＫ15

ＳＫ15

ＳＫ15

ＳＫ20

ＳＫ20

ＳＫ20

ＳＫ20

ＳＫ20

ＳＫ20

ＳＫ20

ＳＫ20

ＳＰ32

ＳＰ45

ＳＰ45

ＳＰ28

ＳＰ45

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

鉄製品

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

安山岩

縄文土器

須恵器

須恵器

須恵器

黒曜石

坏

坏

坏

甕

甕

蓋

蓋

蓋

坏

坏

釘

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

削器

鉢

蓋

蓋

壺

剥片

(13.0)

(13.8)

―

―

（30.0)

―

―

―

―

―

(5.3)

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

4.95

―

―

―

―

2.35

5.4

(7.6)

―

―

―

（15.1)

―

―

(8.9)

8.9

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

6.65

―

―

―

―

1.55

5.5

5.05

2.55

（5.5)

(15.7)

(3.1)

（1.3)

2.2

(2.15)

(3.9)

(3.9)

(3.95)

(5.25)

(4.5)

(4.95)

(2.35)

(4.0)

(2.35)

(3.2)

(6.0)

(5.6)

(1.65)

(2.55)

1.4

(2.35)

(0.8)

(2.7)

(3.2)

0.4

橙

橙

橙

橙

橙

黒

橙

灰オリーブ

灰

灰

橙

暗赤褐

橙～黒褐

浅黄橙

にぶい赤褐

にぶい黄橙

橙

橙

浅黄橙

橙

橙

橙

灰

灰黄

灰

橙

橙

橙

橙

橙～黒

灰

黄橙

灰白

灰黄

灰

黄橙

橙

橙

にぶい橙

にぶい橙

橙

明黄褐

橙

にぶい黄橙

橙

明赤褐

橙

灰

灰

オリーブ黒

回転ナデ？

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

　

原体条痕

ナデ

ナデ？

ナデ

ナデ

原体条痕

ナデ？

原体条痕？

ナデ？

原体条痕

ナデ

回転ナデ

回転ナデ　

回転ナデ　

遺物

ＮＯ.

出土

遺構
種　別

器

形
胎　　土 備　考

登録

番号内　面 内　面外　面
器高
（厚）

底径
（幅）

口径
（長）

法　量 色　　調 調　　整

にぶい褐～

橙

橙～

にぶい褐

橙～

にぶい褐

にぶい橙～

橙

回転ナデ

回転ナデ

楕円押型文？

楕円押型文

楕円押型文

楕円押型文

楕円押型文？

山形押型文

楕円押型文

楕円押型文

楕円押型文

無文ナデ

原体条痕

原体条痕

楕円押型文

回転ナデ

回転ナデ

外　面

回転ナデ？
手持ちヘラ
ケズリ？

回転ナデ？

ナデ

回転ナデ？

ナデ

回転ナデ

ケズリ

ナデ？

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

ナデ

原体条痕

ナデ

ナデ？

楕円押型文

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

ハケメ

回転ナデ

ハケメ

回転ナデ

ヘラ切り

回転ナデ

ヘラ切り

ナデ？

楕円押型文

回転ヘラケ
ズリ

回転ナデ

回転ヘラケ
ズリ

回転ナデ

回転ヘラケ
ズリ

回転ナデ

0.8～

0.5

1.4～

0.5
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Ⅲ．調査の記録

第18図　出土遺物（写真①）
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Ⅳ．考察

　本調査は、宅地造成に先立つ事前の発掘調査である。今回は対象地内に敷設される道路部分の193

㎡について調査を実施した。結果、土坑５基、及びピット群を検出することができた。ここではこ

れらの遺構について若干の整理を行い、まとめとしたい。

　検出遺構は、縄文時代の遺構と奈良時代の遺構に分けることができる。まず、縄文時代の遺構に

ついてはＳＫ10・15・20及びＳＰ32が挙げられる。ＳＫ20は埋土が自然堆積の様相を呈すること、

底面から土坑に伴うピットを検出したことから、おとし穴遺構と考えられる。底面のピットについ

ては下部の断面形状が鋭角であるため、ピット掘削後に杭状のものを打設した可能性がある。おと

し穴遺構は一般的に遺物を伴うことが少ないが、本遺構からは押型文土器が出土し、早期の所産と

思われる。ＳＫ15はＳＫ20と同時期であることからおとし穴遺構の可能性もある。ＳＫ10はＳＫ

15・20と埋土が近似するため同時期と推測されるが、性格については不明である。ピットは確実に

当該期の所産と考えられるものはＳＰ32のみであり、配置状況からおとし穴遺構と有機的関連をも

つとは言い難い。中原遺跡第２次調査では同時期のピットやおとし穴遺構は検出されておらず、ま

た、庄屋野遺跡のようにおとし穴遺構が意図的に配列された状況を読み取ることはできない。従っ

て、今回の調査で検出したおとし穴遺構は、現時点では散在的に配置されたものと思われる。

　次に、奈良時代の遺構はＳＫ１とＳＫ５及びピット群である。ＳＫ５は７世紀後半の遺物を含む

が、８世紀前半の遺物と同一層で出土したものも含まれるため、後者の時期と考えられる。廃棄土

坑として利用されたのであろう。ＳＫ１は遺物が出土していないため明確な時期・性格を特定でき

ない。但し、ＳＫ１に後出するピットから須恵器壺の口縁片が出土したこと、土坑の埋土がＳＫ５

に類似することから８世紀頃の所産と推定される。

　今回の調査は、調査面積に限りがあったにもかかわらず、貴重な成果をあげることができた。す

なわち、本遺跡で初めて縄文時代の遺構・遺物を検出できたこと、律令期の遺構群の広がりを確認

できたことである。今後、台地が広がる東側や南西側などにおいて調査が進むとともに、本遺跡の

各時代の様相が次第に明らかになると思われる。
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Ⅳ．考察

第19図　出土遺物（写真②）
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土木工事の届出日
平成 23年8月17日

（ 23文財第505号）
平成 23年 6月22日

中 原 遺 跡

第３次調査
集落

縄文

奈良

おとし穴遺構 １基

土坑 ２基

ピット

土坑 ２基

ピット

縄文土器、石器

土師器、須恵器、鉄製

品

　律令期の三潴郡鳥養郷に

関連すると思われる遺構を

検出したことに加えて、本

遺跡において初めて縄文時

代の遺構・遺物を検出して

いる。

33 °

18 ′

37 ″

130 °

30 ′

12 ″

20110720　

〜20110812

久留米市梅満町

576-3,579-7,593-11,596-5

くるめしうめみつまち

中 原 遺 跡

第３次調査

なかはらいせき

　第３次調査地点は、久留米市役所の南西約1.2㎞に位置し、本遺跡付近は律令期において「三潴郡鳥養郷」に比定さ

れている。今回の調査では奈良時代の遺構を検出し、本遺跡における同時代の遺構群の広がりを確認することができ

た。また、過去の調査では確認されていなかった、縄文時代の遺構・遺物を検出するなど、貴重な成果を得ることがで

きた。

報　告　書　抄　録
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